
石造五輪塔 
セキゾウゴリントウ

指定日：昭和59年(1984)3月23日　種別：建造物 

この塔はもと旧六湛寺墓地にあったものであるが、現在は郷土資料館
で保管している。和泉砂岩製で、総高48.6㎝である。「永正十五
（1518）三月廿一日」の刻銘に加え、細部の手法は室町時代末期の特
徴をよく示している、貴重な遺品である。


